
平成３１年３月１９日

お知らせ

資料提供先 鳥取県政記者会
鳥取市政記者クラブ
岡山県政記者クラブ

〇現在供用中の一般国道３７３号志戸坂峠道路（延長18.4km）において、冬季交通の
円滑化やリダンダンシーの確保などの課題とその対策案について、有識者からの助
言を得ながら検討会を行い、この結果、延長約５ｋｍ区間において、「別線バイパ
スルート（案）」が妥当と判断されましたので、お知らせします。
（検討会の概要は、別添の第１、２回「志戸坂峠道路防災対策検討委員会」議事要旨を
参照下さい）

〇今後は、この検討会の結果を踏まえ、「別線バイパスルート（案）」について、
適宜設計等に反映しながら検討を進めてまいります。

一般国道３７３号 志戸坂峠道路
有識者による検討会の結果（概要）について

問い合わせ先

国土交通省 中国地方整備局 鳥取河川国道事務所
ひめむら こうぞう あさい じゅんいち

副所長(道路) 姫村幸造 計画課長 浅井順一 TEL:0857-22-8435（代表）

国土交通省 中国地方整備局 岡山国道事務所
うめだ としお たじま たかし

副所長(改築) 梅田俊夫 計画課長 田嶋崇志 TEL:086-214-2220（代表）

※本記者発表資料は、以下のホームページに掲載しています。
鳥取河川国道事務所ホームページ http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/
岡山国道事務所ホームページ http://www.cgr.mlit.go.jp/okakoku/

一般国道373号
志戸坂峠道路 延長18.4km

「志戸坂峠道路防災対策検討委員会」
により、防災対策として「別線バイパス
ルート（案）」が必要な区間 延長約５km

位置図



有識者による検討会の開催結果
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【委員会：結論】
・選定した別線バイパスルート（案）は、本区間が抱える諸問題を回避している。
・生活環境の影響、及び経済性や施工性を含め、総合的に判断した結果、別線バイパスルート（案）により防災対策を実施することは妥当と判断。
・今後、設計段階において、より詳細な地形条件やバイパスルートの線形及び連続するトンネル構造について検討し、必要に応じて設計に反映させること。
・現道への雪害対策等については、将来の交通量を踏まえ、対策の必要性も含めて検討すること。

■委員
◎谷本 圭志(たにもと けいし) 鳥取大学大学院 工学研究科 教授
西村 強 (にしむら つよし) 鳥取大学大学院 工学研究科 教授
砂金 伸治(いさご のぶはる) 首都大学東京 都市基盤環境学科 教授
橋本 成仁(はしもと せいじ) 岡山大学大学院 環境生命科学研究科准教授 ※敬称略 ◎：委員長



 

第１回 志戸坂峠道路防災検討委員会 

≪議事要旨≫ 

 

１．日時：平成 31 年 3 月 7 日（木）  
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            ※敬称略  ◎：委員長 

３．議題 

 志戸坂峠道路の課題と対策（案）について 

４．結論 

 ・本区間が抱える諸問題を抜本的に解決するためには、別線バイパスは効

果的である。 

 ・別線バイパスを整備する場合、整備期間が長くなることが想定されるため、

短期の対策の実効性や必要性も含め検討すること。 

・現道への雪害対策等については、将来の交通量を踏まえ、対策の必要性 

も含めて検討すること。 

 



 

第２回 志戸坂峠道路防災検討委員会 

≪議事要旨≫ 

 

１．日時：平成 31 年 3 月 18 日（月）  
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３．議題 

 防災対策としての別線バイパスルート（案）の検討について 

４．結論 

 ・選定した別線バイパスルート（案）は、本区間が抱える諸問題を回避してお

り、生活環境への影響及び経済性や施工性を含め、総合的に判断した結

果、別線バイパスルート（案）により防災対策を実施することは妥当と判断

する。 

 ・今後、設計段階において、より詳細な地形条件やバイパスルートの線形及

び連続するトンネル構造について検討し、必要に応じて設計に反映させるこ

と。 

 



志戸坂峠道路の交通課題について

平成３１年３月１９日

し と さ か とうげ

別紙



１.道路整備状況① ～鳥取東部地域における高規格幹線道路等整備状況～

○鳥取東部地域における高規格幹線道路等の整備状況は、東西軸の山陰道と鳥取豊岡宮津自動車道では整備が進められてお
り、南北軸の鳥取自動車道については平成25年3月までに全線開通している。

○南北軸のうち志戸坂峠道路では、冬季におけるスタックや、暫定活用区間である一般道での事故等の交通課題を抱えている。

⾼規格幹線道路
開通済み
事業中

地域⾼規格道路
開通済み
事業中
調査中

⼭陰道 ⿃取豊岡宮津⾃動⾞道

⿃取⻄道路北条道路
岩美
道路

浜坂道路
Ⅱ期

Ⅰ期Ⅱ期Ⅲ期

H25.12
開通

H28.3
開通

⿃
取
⾃
動
⾞
道

中国横断⾃動⾞道
姫路⿃取線

（智頭〜⿃取間）
L=24.7km

中国横断⾃動⾞道
姫路⿃取線

（佐⽤〜⻄粟倉間）
L=19.2km

志⼾坂峠道路
L=18.4km

河原〜⿃取
H22.3開通
L=9.7km

智頭〜河原
H21.3開通
L=15.0km

⼤原〜⻄粟倉
H25.3開通
L=8.3km

佐⽤〜⼤原
H22.3開通
L=10.9km

⾄
⽶
⼦
市

⾄
⽶
⼦

⾄
姫
路
市

⾄
豊
岡
市

東伯・中⼭道路 ⻘⾕・⽻合道路
駟馳⼭
バイパス 浜坂道路 余部道路

東浜居組
道路

付加⾞線
設置済

付加⾞線
設置済

至 鳥取市

至 津山市 至 姫路市

志⼾坂峠道路

旧道廃⽌区間
(志⼾坂TN)

智頭町

西粟倉村

美作市
奈義町

鳥取市

⻄粟倉IC

智頭南IC

智頭IC

駒帰交差点

坂根交差点

1

と っ と り と よ お か み や づ

し と さ か と う げ

とうは く なかやま ほうじょう あおや はわい とっとりにし
し ち や ま い わみ ひがしはまいぐみ はまさか

はまさか あまるべ

と
よ
お
か

よ
な
ご

かわはら

ち づ かわはら

とっとり

にしあわくらおおはら

おおはらさよう

し とさかと うげ

智頭南〜智頭
H20.3開通
L=8.3km

⻄粟倉〜智頭南
H9.4までに開通
L=10.1km

ちづみなみ ち づ

ちづみなみにしあわくら



１.道路整備状況② ～志戸坂峠道路の事業概要～

○志戸坂峠道路は、国幹道を補完し当面活用する道路として計画・整備。（志戸坂トンネル区間は、一般道として開通(S56)、（旧）
志戸坂トンネルは同S56年に廃坑）
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２.交通状況 ～県境部の交通量推移と大型車流動～

○鳥取市と近畿方面とを連絡する主要路線の交通量は、鳥取自動車道の開通に伴い、志戸坂峠道路では年々増加し、国道9号・
29号では減少傾向を示している。

○特に大型車の増減率が顕著であり、志戸坂峠道路では平成9年から平成27年にかけて3倍以上に増加（約570台⇒約1,800台）。

資料／H9～H22道路交通センサス、H27全国道路・街路情勢調査
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【県境部における交通量推移】
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３.交通課題① ～鳥取自動車道のスタック発生状況～

○降雪量の多い県境付近では、冬季にスタックが頻発。スタックの発生は、特に降雪量の多い智頭南～西粟倉間に集中（過去５年
間で14件発生）。

○スタック発生箇所は、降雪量が多く、縦断勾配が厳しい区間に集中している。
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３.交通課題① ～平成29年1月豪雪における交通支障の状況～
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○平成29年1月23日～24日の豪雪時にはスタックが発生し、多数の車両が立ち往生。鳥取自動車道（志戸坂峠道路含む）通行止
め後、国道373号も通行止めとなり、通行止めが解除されるまでの約48時間にわたり南北の交通網が麻痺（約280台が立ち往生。
また、国道53号智頭ＩＣ入口交差点を先頭に上下線合わせて8kmの渋滞が発生）。

【平成29年1⽉豪雪時（1/23〜24）におけるスタック発⽣状況と交通への影響】

至 姫路市

■志⼾坂峠道路（ほき詰橋付近）でのスタック
・発⽣⽇時：1⽉23⽇ 21:55頃
・⽴ち往⽣⾞両：最⼤50台
・規制解除まで：約35時間

志⼾坂トンネル内の状況

ほき詰橋付近の状況

■国道373号（智頭町⼤内）でのスタック
・発⽣⽇時：1⽉23⽇ 18:30頃
・⽴ち往⽣⾞両：最⼤204台
・規制解除まで：約46時間
智頭町⼤内地内の状況

■スタック発生箇所

志戸坂峠道路 国道373号

■スタック等による滞留・渋滞方向

志戸坂峠道路 国道373号

国道53号（積雪等による渋滞）

■スタック等による規制区間（期間）

志戸坂峠道路 国道373号

■国道53号（智頭IC⼊⼝交差点）での渋滞
・発⽣⽇時：1⽉24⽇ 9:00頃
・最⼤渋滞⻑：上り約5km/下り約3km
・渋滞解消まで：約18時間
智頭町市瀬地内の状況
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約48時間にわたり
南北の交通網が⿇痺

志⼾坂峠道路
（ほき詰橋付近）
でのスタック

志⼾坂峠道路
（ほき詰橋付近）
でのスタック

志⼾坂峠道路
（笹尾⾼架橋付近）
でのスタック

⼀般国道373号
（智頭町⼤内）
でのスタック
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■志⼾坂峠道路（笹尾⾼架橋付近）でのスタック
・発⽣⽇時：1⽉24⽇ 14:00頃
・⽴ち往⽣⾞両：最⼤30台
・規制解除まで：約23時間

笹尾⾼架橋付近の状況

⼤型⾞すれ違い困難区間
（国道373号 中原地区）

⼤型⾞すれ違い困難区間
（国道373号 ⼭⽊橋）

⼤型⾞すれ違い困難区間
（国道373号 ⼤内地区）

⼤型⾞すれ違い困難区間
（国道373号 ⽑⾕地区）

智頭町 西粟倉村



発⽣年⽉⽇ 発⽣箇所 事故種別 通⾏⽌め時間 渋滞状況
H21.6.11 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） 単独事故（側壁衝突） 2時間45分 なし
H22.3.31 智頭南〜智頭（尾⾒TN) 単独事故（側壁衝突） 不明 なし

H23.11.11 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） ⾞両相互事故（衝突）
※センターラインはみ出しによる 1時間26分 上り：0.8km

下り：0.6km
H23.12.23 駒帰〜智頭南 ⾞両相互事故（追突） 1時間25分 なし

H23.12.29 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） 単独事故（縁⽯衝突） 44分 上り：0.8km
下り：0.5km

H24.2.18 ⻄粟倉〜坂根 単独事故（⾼欄衝突） 5時間1分 上り：0.2km
H24.4.4 智頭南〜智頭（⽑⾕TN） 単独事故（縁⽯衝突） 1時間47分 なし

H24.4.14 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） 単独事故
※事故⾞両に後続⾞の衝突 58分 上り：2.6km

下り：1.7km
H25.6.18 智頭南〜智頭（篠坂TN） 単独事故（縁⽯衝突） 47分 上り：0.3km

H25.7.31 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） 単独事故 1時間4分 上り：約2.0km
下り：約2.0km

H26.1.16 智頭南〜智頭 単独事故 1時間10分 なし
H26.1.26 ⻄粟倉〜坂根 単独事故 2時間58分 上り：約2.0km

H26.3.21 駒帰〜智頭南 ⾞両相互事故 14分 上り：約1.2km
下り：約0.5km

H26.6.8 智頭南〜智頭 単独事故（分岐部衝突） 1時間17分 下り:1.0km

H26.7.13 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） 単独事故 1時間13分 上り：0.6km
下り：0.4km

H26.11.20 駒帰〜智頭南（駒帰TN） 単独事故 54分 上り：0.3km
H27.6.8 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） 単独事故（縁⽯衝突） 52分 なし
H27.6.19 駒帰〜智頭南 ⾞両相互事故（追突） 1時間46分 なし

H27.8.6 駒帰〜智頭南（美杉郷TN） 単独事故（縁⽯衝突） 31分 上り：約0.6km
下り：約0.7km

H27.12.8 智頭南〜智頭（⽑⾕TN） 単独事故（縁⽯衝突） 18分 上り：0.7km
H28.3.5 駒帰〜智頭南（駒帰TN） 単独事故（側壁衝突） 3時間9分 なし
H28.6.2 駒帰〜智頭南 単独事故（側壁衝突） 29分 なし
H28.8.13 智頭南〜智頭（篠坂TN） 単独事故（縁⽯衝突） 58分 上り：約1km
H28.9.28 智頭南〜智頭（尾⾒TN) 単独事故 1時間20分 なし
H29.4.13 駒帰〜智頭南（樽⾒TN） 単独事故（案内看板衝突） 2時間30分 上り：0.7km

H29.7.5 智頭南〜智頭（智頭宿TN） ⾞両相互事故（衝突）
※センターラインはみ出しによる 2時間11分 上下：0.4km

H29.10.29 駒帰〜智頭南 単独事故（倒⽊への接触） 2時間46分 なし

H29.10.30 坂根〜駒帰（志⼾坂TN） ⾞両相互事故（衝突）
※センターラインはみ出しによる 2時間27分 なし

H29.12.31 智頭南〜智頭 ⾞両相互事故（合流時衝突） 2時間35分 なし
H30.2.17 智頭南〜智頭 ⾞両相互事故 55分 なし

３.交通課題② ～志戸坂峠道路における事故及び通行止めの状況～

○志戸坂峠道路（西粟倉～智頭）では、事故による通行止めが過去10年で30件発生。※鳥取道全線では85件発生

○事故の6割以上（19件）はトンネル区間で発生し、特に志戸坂トンネルに集中（8件）。代替路が無いため渋滞が発生。
○志戸坂トンネル内での事故は、縁石や側壁、対向車等への衝突が多く、トンネル内の幅員の狭さも要因の一つと想定される。

【志⼾坂峠道路（⻄粟倉〜智頭）通⾏⽌めを伴う事故の発⽣状況（H20年度〜H29年度）】

資料／規制実績データ（鳥取河川国道事務所提供）

志⼾坂トンネルの断⾯構成

W=6.5

⾞
線

⾞
線

路
肩

路
肩

監
査
廊 歩

道

0.75 0.5 1.53.253.250.5

（単位：m）

坂根〜駒帰間
旧道廃⽌により、通⾏⽌め時の代替路無

通⾏⽌めを伴う事故は、
志⼾坂トンネルに集中

⻄粟倉〜智頭南間：19件（ うち志⼾坂トンネル内：8件）
智頭南〜智頭間 ： 11件

縁⽯・側壁への衝突、
センターラインはみ出し
による衝突事故が多発

⾄ ⻄粟倉IC
▲志⼾坂トンネルにおける単独事故状況 ▲志⼾坂トンネル通⾏⽌め時の渋滞状況

（坂根交差点付近）

トンネル内における⾞道幅
員は狭く、縁⽯や側壁等へ
の衝突の危険性が⾼まる

▲志⼾坂トンネル

志⼾坂トンネル内:8件

美杉郷トンネル内:1件
尾⾒トンネル内:2件

⽑⾕トンネル内:2件

篠坂トンネル内:2件

駒帰トンネル内:2件

智頭宿トンネル内:1件 樽⾒トンネル内:1件
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トンネル内における⾞道幅
員は狭く、縁⽯や側壁等へ
の衝突の危険性が⾼まる



３.交通課題② ～志戸坂トンネル通行止め時の状況～

○志戸坂峠道路（坂根～駒帰）は、旧志戸坂トンネルの廃坑により、周辺に代替路がない状況。
○通行止め時には、交通渋滞の発生や大幅な迂回を強いられるなどの課題がある。

発⽣⽇ 事故分類 渋滞状況 全⾯通⾏⽌時間

H21.6.11 単独事故
（その他） なし 2時間45分

H23.11.11 衝突事故 上り:0.8km
下り:0.6km 1時間26分

H23.12.29 単独事故
（その他）

上り:0.8km
下り:0.5km 44分

H24.4.14 単独事故
（その他）

上り:2.6km
下り:1.7km 58分

H25.7.31 単独事故 上り:2.0km
下り:2.0km 1時間4分

H26.7.13 単独事故 上り:0.6km
下り:0.4km 1時間13分

H27.6.8 単独事故
（その他） なし 52分

H29.10.30 ⾞両相互
（衝突） なし 2時間27分

資料／H27全国道路・街路交通情勢調査 ※所要時間算出の速度は混雑時旅行速度を使用

【坂根〜駒帰間の事故による通⾏⽌め発⽣状況（平成20〜29年度）】

※坂根～駒帰間で発生した通行止め実績

志
戸
坂
峠
道
路

◆通常時経路
・距離：約26km
・所要時間：約20分

◆迂回時経路
・距離：約51km
・所要時間：約63分

【坂根〜駒帰間の通⾏⽌めにより⽣じる迂回の状況】
●施⼯年次

ルート 延⻑ 改築年代

（旧）志⼾坂トンネル 565m 昭和9年9⽉開通
※昭和56年廃坑

（現）志⼾坂トンネル 1,630m 昭和53年着⼯
昭和56年12⽉開通

▲事故通⾏⽌めによる渋滞発⽣状況（H24.4.14）

▲現在の旧志戸阪トンネル（岡山県側） ▲現在の志戸坂トンネル（岡山県側）

廃坑

通常時
⿃取道・志⼾坂峠

道路経由

迂回時
R53・R429
経由

迂回率

距離 約26km 約51km 2.0
（距離迂回率）

所要時間 約20分 約63分 3.1
（時間迂回率）

⿃取県側坑⼝ 智頭町駒帰周辺

⾄ 姫路

⾄ ⿃取

岡⼭県側坑⼝ ⻄粟倉村坂根(坂根交差点)付近

⾄ ⿃取

⾄ 姫路

智頭町
（鳥取県）

西粟倉村
（岡山県）

至 智頭IC

至 大原IC

志⼾坂トンネル

旧志⼾坂トンネル
（廃坑）

●位置図

交通事故
が多発

志⼾坂トンネル

【志⼾坂トンネルの概要】

7



３.交通課題まとめ
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至
鳥
取

至
姫
路

Ｐ

⻄
粟
倉
IC

旧志戸坂トンネル（岡山県側）

廃坑

〇志戸坂峠道路（西粟倉IC～智頭南IC）の課題
・冬季において、縦断勾配厳しい区間でスタックが多発
・道路規格が異なる区間が混在しており、一般道区間（志戸坂トンネル内）
では通行止めを伴う事故が多発

・沿線には土砂災害警戒区域や複数の防災点検箇所が存在

〇並行現道（国道３７３号）の課題
・旧志戸坂トンネルの廃坑により、坂根～駒帰間では代替路が存在しない
・大雪時において大型車のすれ違いが困難な幅員狭隘区間が存在
・H30年7月豪雨時に、護岸崩壊のため駒帰～智頭南IC間が1週間以上に
わたり全面通行止め

坂
根
交
差
点

駒
帰
交
差
点

沿線に要防災対策
箇所が存在

旧志⼾坂トンネル
（S56廃坑）

⼤型⾞すれ違い困難区間
（国道373号 中原地区）

志戸坂トンネル通行止め時の
渋滞状況（坂根交差点付近）

スタックによる立ち往生の状況
（ほき詰橋付近）

志戸坂トンネル内での単独事故

現志戸坂トンネル（岡山県側）

福原PA

智
頭
南
IC

志⼾坂⼤橋

ほき詰橋

志⼾坂トンネル

通⾏⽌めを伴う事故が
志⼾坂トンネル内で多発

⼤型⾞すれ違い困難区間
（国道373号 ⼭⽊橋）

縦断勾配特例値区間で
スタックが多発

縦断勾配厳しい区間で
スタックが多発

大型車のすれ違いが出来ず
滞留（国道373号）

凡例（志戸坂峠道路）

土工区間
橋梁区間
トンネル区間

縦断勾配特例値箇所

スタック発生箇所（H25～H29年度）

通行止めを伴う事故（H20～H29年度）

防災点検箇所（カルテ対応箇所）
防災点検箇所（対策工が必要な箇所）

凡例（その他）

並行現道
並行現道（通行不能区間（廃坑））

大型車すれ違い困難箇所（R373）

事前通行規制区間（R373）

H30年7月豪雨による通行止め区間（R373）

土砂災害警戒区域（土石流）
土砂災害警戒区域（急傾斜地）

事前通⾏規制区間
（国道373号 智頭町駒帰）

護岸崩壊箇所
（H30.7豪雨）
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